
特定非営利活動法人野生動物救護の会 第 13 回定期総会議事録  

  

1、 日時  2020 年（令和 2 年）7 月 12 日 13：30～14：30  

2、 会場  厚木市社会福祉協議会ボランティアセンター 4 階 研修室  

3、 出席者数  9 名（総正会員 60 名） 委任状出席 39 名  

4、 議題  ⑴2019 年度事業報告の件  

⑵2019 年度決算報告の及び会計監査報告の件  

⑶2020 年度事業予定の件  

⑷2020 年度活動予算の件  

  

5、 議事経過及び結果  

   定刻に至り、理事⾧の渡辺氏が、本日の定期総会は定足数を満たし有効に成立している

旨を述べて開会を宣言した。  

  司会の平沼氏が議⾧の選出をはかったところ、満場一致で遠藤氏が選任された。  

  

⑴ 2019 年度事業報告の件遊佐氏より 2019 年度事業報告（資料：RUNNER Vol.35 p14、

15）を行った後、質問・意見を募ったが質問・意見がなかったので異議無く承認可

決した。  

  

⑵ 2019 年度決算報告及び会計監査報告の件森氏より 2019 年度決算報告（資料：貸借

対照表・収支計算書・財産目録）及び会計監査報告を行った。収支計算書において、

備品費の項目を追加し、今まで消耗品としていたカメラや三脚を備品費とした旨の

説明があった。  

  

 質疑応答  Ｑ：2018 年度と比べて、財産は減っていないのか？  

  Ａ：助成金で増加したが、その分費用も増加した為、結果的に財

産は昨年度と大きな変化はない。  

  Ｑ： 会費収入と会員数の計算が合わないが、会費は全て徴収でき

ているのか？  

  Ａ： 退会したつもりで会費を払っていない人や、住所が変わって

おりハガキが返送されてきた人もいる。今後整理が必要。  

  

質疑応答ののち、決算報告及び会計監査報告議案について承認可決した。  

  

⑶ 2020 年度事業予定の件安井氏より 2020 年度事業予定の説明（資料：RUNNER 

Vol.35 p16、17）を行った。  



  

 質疑応答  Ｑ：ボラネットはどうなっているのか？  

   Ａ：世話人会が休止中のため再開の目処がたっていない。  

  Ｑ：救護の会のスタッフ会議や理事会は開催する予定があるのか？    

 Ａ：保全センターが閉鎖中なので通常通りの開催は難しい。別の場   所に集ま

ったり、羽根標本チームは冊子の作成があるので早々に話し合う必要があるので、その集

まりの時に便乗して一緒にスタッフも打合せするか？  

  そもそもイベントが無いので集まって話し合うほどの議題がない

のではないか?  

   スタッフそれぞれ議題を考えてＳＴＯＣＫを活用する。  

   ＺＯＯＭ等を使ってオンラインで打合せをしてみては？  

   Ｑ：このような状況ですが探鳥会は是非やって欲しい。  

   Ａ：できるかぎり開催したい。  

  

質疑応答ののち、事業予定議案について承認可決した。  

  

⑷ 2020 年度活動予算の件森氏より 2020 年度予算予定の説明（資料：令和 2 年活

動予定（案））を行った。  

  

  質疑応答 Ｑ：現在のコロナ禍で今年度はほとんど活動していないが、支出実    

 績はあるのか？  

  Ａ：ＲＵＮＮＥＲの発行における印刷費、調査活動における交通費・備品費などは発

生している。  

 

質疑応答ののち、予算予定議案について承認可決した。  

  

6、その他 報告・意見等  

  

⑴ 巣箱調査の報告  

・今年はフクロウの繁殖は見られなかった。確証は無いが、野外施設の近くに養鶏場が

できたのが影響したのかもしれない。  

・ムササビの幼獣も見られなかった。オスが巣箱を占拠している。  

・遠隔で見ることができる巣内カメラの機械（2 台）を購入したい。（フクロウ用）  

  →正式な稟議書を提出してほしい。会としてはそれを見て購入の可否を検討したい。  

  



⑵ 今回の総会の開催時期が遅くなった原因の一因として、定款の総会などの開催要項に

「電子的な投票等も認める」等の文言が無いことがあると思われる。今後の事を考慮

して定款の改正が必要では？  

→改正する予定はある。今後話しを詰めていく予定。  

  

⑶ 会議や打ち合わせの時に、理事⾧宅の PC の調子が影響することが多いように思う。

必要なら救護の会が購入して正式な Office の入ったＰＣを理事⾧宅に貸与してはどう

か。  

→検討する。  

  

⑷ 保全センターの野外ケージ FC2、FC１の屋根を撤去してしまったので、小屋の中が水

浸しになっている状況。佐藤幸太郎さんを中心に屋根の設置作業をしている。  

  

⑸ 保全センターの野外施設にドブネズミが増えて、ナイロンネットを破って屋外の小屋

に侵入し餌を盗み食いするので問題になっている。ネットが穴だらけになっているの

で、使用出来ない小屋もある。今までネズミが問題になったことはないので、おそら

く養鶏場ができた影響だろう。  

  

議⾧が以上をもって第 13 回定期総会において全ての議事を終了した旨を述べ閉会した。  

  

  

令和 2 年 7 月 12 日 

特定非営利活動法人 野生動物救護の会   

 議⾧ 遠藤順一  

 

 

 

 

 

 



 


